
令和７年度 岐阜かかみがはら航空宇宙博物館実習実施要項 
 
１ 実習の目的 

博物館実習は、学芸員養成教育において学んだ知識・技術や理論を生かし、博物館における諸業務を体験・
実習することにより、理論と実践の統一を図り、学芸員として必要な知識と技能を習得することを目的とす
る。 
（１）博物館全般にわたる理念を学び、認識を深める。 
（２）学芸員としての自覚、使命感を学ぶ。 
（３）学芸員として必要な専門知識や技術を習得する。 
（４）社会教育に携わる教育者としての基礎を学ぶ。 

 
２ 実習期間 

 令和７年8月18日（月）～8月23日（土）（６日間） 
 
３ 受入人数 

 ６名 
 
４ 実習内容 

（１）博物館の運営・活動に対する理解を促進するための講義・演習 
（２）博物館における収蔵物及び展示物の保守管理の業務補助 
（３）博物館における教育普及活動の運営実務 
（４）当該期間の展示企画と準備・撤収などの実務、展示解説業務 

 
５ 申込資格 

博物館実習科目以外の学芸員資格取得に必要な科目の単位を修得済み又は単位習得見込みのある大学生お
よび大学院生 

 
６ 申込受付 

（１）期間 
 令和７年2月15日（土）～3月21日（金） 

    ※原則「同一大学同一学部１名」を受入、定員に満たない場合はこの限りではない。 
    ※受入人数を超える申し込みがあった場合は、実習申込書の内容から受け入れの可否を判断します。 
（２）方法 

 メールによる受付（電話による受付はしない） 
    ※申込書に必要事項を記入の上、メールに添付すること。 
    ※宛先 sorahaku@sorahaku.net 

 



７ 受入承認の流れ 
（１）メールによる受付（３月２1日まで） 
（２）当館学芸課から本人へメール通知（３月下旬から４月上旬） 
（３）本人から大学へ報告 
（４）大学から当館へ依頼文書提出（１１０円切手を貼った返信用封筒を同封）（５月上旬） 
（５）当館から所属大学へ受入承認文書を送付（５月下旬から６月上旬） 

 
8 その他  
・当館職員による実習生の評価は、当館における実習に関わる範囲で原則として簡便に行います。 
・実習期間中、実習生として不適切な行動（遅刻・早退・欠席及び不真面目な実習態度等）があった場合、受入を
取り消すことがあります。 

・実習に先立ち、大学もしくは実習生において、対人・対物保険に加入してください。 
・実習中及び通勤中に発生した事故等の責任は基本的に当館側では負いませんので、ご了承ください。 
・実習に係る費用・謝礼等は、不要です。 
・不測の事態により、実施を延期もしくは中止する場合があります。その際は決まり次第、申込者にご連絡いたし
ます。 

・公共交通機関での来館は可能ですが、バスの運行状況の関係で、自家用車での来館を推奨します。 
・受付の際に提出された実習申込者の個人情報については、実習業務上必要な場合にのみ使用し、実習終了時に返
却します。 

 
9 問い合わせ先 
   岐阜かかみがはら航空宇宙博物館 学芸課 博物館実習担当 
    〒504-0924 各務原市下切町5-1 
    ℡ 058-372-2271（学芸課直通）（開館日の１０時から１７時まで） 


